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【事 例】 

ECMO 開始から 24 時間運用後にドライブユニットをサイド（横方向）

より目視したところ、遠心ポンプがドライブユニットより浮いているこ

とを発見した。 

この事例では、取り付け不良が考えられる状態で ECMO24 時間稼働し

たが、後負荷を考慮しても回転数に対する表示流量に通常と大きな変化

はなく、遠心ポンプ部分の破損や溶血などは特に見られなかった。 

 

 

 

 

【留意点】  

各社の遠心ポンプを正しい手順で装着しないと、ドライブユニットと遠心ポンプの間に隙間ができ、 

モータ－の回転数異常や場合によっては動力伝達不良を起こす可能性があります 

 

 

遠心ポンプとドライブユニットとの間に隙間があると、表示流量に異常が無くても 

移動時など本体への軽度の衝撃や回路に対してテンションが掛かってしまうことで、 

ドライブユニットから遠心ポンプが外れ動力伝達不良に陥る可能性があります 

 

 
 
 

⚫ 各社で推奨されているドライブユニットへの遠心ポンプを装着する方法を遵守してください 

➢ 取り付け手順について、添付文書および説明書を再度確認してください 

また、普段から取り付け方法の練習を実施することが効果的です 

⚫ 正面からの一方向のみでの目視チェックでは、今回の事例が発生してしまう可能性があるため 

サイド（横方向）などから目視にて多方向で確認を行ってください 

⚫ ① 開始前セッティング時 ② 搬送時の前後など 

上記の様な場面では今回の事例が発生する可能性が高く、目視によるチェックを推奨します 

⚫ 各施設にて使用されているチェックリストの再検討を行ってください 

 

動力伝達不良が発生した際には、適正な状態に慌てて戻そうとせず、 

一旦ドライブユニットを静止させ正しく遠心ポンプを装着し、適正な状態に戻してください 

→ ドライブユニットを静止させずに遠心ポンプを取り付けようとすると、軸ずれなど遠心ポンプを破損してしまう可能性があります 
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